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もうすぐ・・

こんな風景が！！

今年は暖冬の影響もあり、春がいつもより早く訪れてくれそうな予感♥♥

と、思っていたら2月15日に降った雪で例年の風景に戻ってしまいました。

それまでは、館内に設置されている大型スクリーンで映し出されている湿

原や厚岸湖は間もなく春を迎える状態になっていたのに・・・ヨシやスゲ

の植物達もまた、雪に隠されてしまいました。

今年は、全国的に暖冬と言われてますが、厚岸に生息する野鳥などにもど

んな影響があるのか・・・

野鳥達がそろそろ・・・

ラムサール条約登録湿地　厚岸湖・別寒辺牛湿原　厚岸水鳥観察館だより

厚岸湖や別寒辺牛湿原で越冬した野鳥たちの姿が

春を目の前に少なくなり始めるころです。

現在の水鳥たちは・・・

　（詳しい内容は次の面に！！）

そろそろタンチョウが別寒辺

牛湿原にやってきます。

３月の中旬~下旬に阿寒や鶴

居で冬を越したタンチョウの

うち何つがいかは別寒辺牛湿

原で春を迎えます。

４月の中旬には巣作りが始ま

り５月の下旬から６月の上旬

には可愛いヒナの姿を見せて

くれます。

水鳥観察館だより「べかんべうし」は、厚岸の自然環境、動植物などの旬の情報を提供しております

♣~別寒辺牛湿原の春は~♣

♣~水鳥観察館の近くにも~♣
国道44号線沿いの山の斜面には、春
のおだやかな日差しを浴び力強く咲
くフクジュソウの群落を見る事が出
来ます。今年は暖冬の影響でもうす
ぐと思っていましたが、２月の雪で
また白いお布団に、もぐってしまい
ました・・・もう時期目を覚ましま
すので近くを通ったらちょっとだけ
気にして見てください~♥

　フクジュソウ（福寿草）
   　　 Adonis  ramosa

キンポウゲ科



冬を越している野鳥たちは・・・

(財)日本野鳥の会
「タンチョウ」の生息地を協定と
購入により野鳥保護区を設定

ココ

野鳥の会にとっても協定締結による
野鳥保護区の設置は13年ぶり！

　別寒辺牛川の支流である尾幌川河口に広がる湿原！
　しかし今回野鳥の会が保護区とした土地は、国指定
国設鳥獣保護区に隣接していますが、法的な指定がな
されていない場所であったため、またラムサール条約
登録湿地に近接しているにもかかわらず、タンチョウ
の繁殖地として重要な場所であったため、保護区にな
るに至りました。
　この保護区は以下の通り２ヵ所の隣接したものと
なってます。
　●面積5.0ha「石澤野鳥保護区尾幌川」
　　　　　　石澤元勝氏との協定による保護区
　●面積6.1ha「渡邊野鳥保護区尾幌川」
　　　　　　渡邊氏の寄付金での買取による

この辺りは、氷下待ち網
漁のおこぼれを狙う
オオワシやオジロワシで
いっぱい！

保護区を背景に
日本野鳥の会　鈴木君子専務理事と石澤元勝氏
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厚岸水鳥観察館
〠088-1140　
北海道厚岸郡厚岸町サンヌシ６６番地
TEL   (0153)52-5988　　FAX   (0153)53-2121
URL:http://www.marimo.or.jp/AWOC/
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　　　♣　野鳥観察会＆ﾀﾝﾁｮｳ・ﾊｸﾁｮｳ紙飛行機づくり　♣
　　　観察館から水鳥などを観察したのちに
　　　紙飛行機づくりを行います。

　　　日　　時：　3月10日（土曜日）

　　　時　　間：　午前10時から正午まで

　　　集合場所：　厚岸水鳥観察館
　　　　　　　　（送迎が必要な方はご相談下さい）

♣天候不良の場合は水鳥観察館で「冬鳥」をテーマにしたお話♣

１月の観察会は大にぎわい~

3月の野鳥観察会についてのお知らせ3月の野鳥観察会についてのお知らせ

１月に行われた野鳥観察会には
１７名もの人達が参加してくれま
した。
厚岸町内の方、釧路市の方、年齢
もさまざまで、寒い中皆さんの関
心の深さに感動です。
本当にありがとうございました。

今回は、厚岸湖で越冬するオオハクチョ
ウ以外の水鳥たちを中心に、全国一斉水
鳥調査も兼ねて観察しました。
今年は暖冬のせいで、氷がずいぶん少な
いですが、やたらと多いホオジロガモ、
それにカワアイサ、マガモ、オナガガモ
などたくさんの水鳥を観察することがで
きました。




